
国営土地改良事業地区調査 「伊勢平野中央地区」

１．地区の概要

このため、ダム貯水池内の堆砂除去・土砂の流入を軽減する対策（貯砂施設等の設
置）及び地区内ため池の豪雨災害対策・耐震化対策を実施する事業に向けて、技術的
可能性及び経済的妥当性を検討し、土地改良事業計画書(案)を作成するための調査を実
施しています。

安濃ダム全景

位置図

三重県

津市

伊勢平野中央地区

２．令和３年度の調査内容

地区調査１年目となる令和３年度は、

主に次の調査を実施します。

１）安濃ダムにおける堆砂対策工の検討

２）安濃ダム堆砂測量調査

３）安濃ダム流域の山林や安濃川の状況調査

４）地区内ため池に関する調査

５）営農に関する調査

ダム貯水池内堆砂状況 地区内ため池

本地区は、三重県中央部の農業地帯であり、水稲を中心に水
田の畑利用による小麦、大豆、キャベツ、さといも、かぼちゃ
のほか、畑でのたまねぎ等露地野菜を組み合わせた土地利用型
農業が行われています。

本地区の基幹的な農業水利施設である安濃ダムは、国営かん
がい排水事業「中勢用水地区」（S47～H2）により造成され
ましたが、近年の豪雨の増加や流域森林の荒廃などの他動的要
因により貯水池内への土砂流入量が急激に増大し、計画堆砂量
を大きく上回る堆砂によるダム貯水機能の低下に伴う用水の安
定供給への影響に加え、今後、堆砂がさらに進行し、ダム洪水
放流設備や取水設備の機能を喪失した場合には、ダム下流の農
地で湛水被害が発生するなどの災害のおそれが広域的に生じて
います。
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国営土地改良事業事後評価「新矢作川用水地区」
農林水産省では、農業農村整備事業等の効率性や事業実施過程の透明性の向上を図るため、総

事業費10億円以上、完了後概ね5年を経過した地区を対象として事後評価を実施しています。
当事務所では、令和３年８月末に評価結果が公表された国営かんがい排水事業「新矢作川用水

地区」の基礎的な調査を実施しました。
ここでは、調査において取りまとめた、本事業の実施により発現している本地区の特徴的な効

果をご紹介します。

【国営かんがい排水事業「新矢作川用水地区」】
（工期：H６～23年度、施設機能監視期間：H24～26年度、完了公告：H27年度）

愛知県岡崎市他５市１町にまたがる約7,000haの農地へ安定的に用水を供給するため、昭和20年代～昭和30年代に整備
された羽布ダム、細川頭首工、幹線水路施設等について、施設の老朽化や水路周辺の都市化の進展に伴う機能障害が進行し
てきたため、基幹水利施設の更新を行いました。

○評価の詳細は下記ホームページをご覧ください。
農林水産省HP：https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukei/jigyouhyouka/R03-3/r2kanryou.html
東海農政局HP：http://www.maff.go.jp/tokai/noson/hyoka/jigo/index.html

２．事業実施による環境の変化

幹線用水路のパイプライン化により、都市
化が進展した本地域における転落防止に対す
る安全性が向上しました。

また、幹線用水路の整備と併せ、用水路の
上部区間の一部を新たに「せせらぎ水路」や
「遊歩道」として一体的に整備され、多様に
活用されています。これら施設が地域の憩い
の場となっているほか、遊歩道の草刈り等の
維持管理活動を通して地域住民の交流の場と
なっています。

１．農業用水の安定供給

本事業により幹線用水路がパイプライン化され、各農地への用水到達時間が短縮されました
。水稲作では品種（作期）に応じた代かきや間断かんがい等、野菜作では播種後の発芽期や夏
場の乾燥時期等、作物に合ったきめ細やかな水管理が可能となったことにより、作物の単収が
増加しました。

出典：愛知県農林水産統計年報、新矢作川用水事業誌

出典：新矢作川用水事業誌

都市化した地域では開水 改修後暗渠化した水路

せせらぎ水路と遊歩道他 地域の憩いの場

３．小水力発電の整備による維持管理費の軽減

本事業で整備された施設を活用し、平成28年から県営事業により小水力発電施設が整備され
ました。発電した電力はすべて売電され、矢作川沿岸土地改良区連合が管理する土地改良施設の
維持管理費に充当されており、農業水利施設の維持管理費の負担軽減に寄与しています。

出典：愛知県ホームページ

西尾分水工発電所（小水力発電）

路へ転落等危険性が増加
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西濃用水第三期地区が全体実施設計に着手

１．地区の特徴

岐阜県南西部に位置する本地区は、揖
斐川(徳山ダム)に水源を確保し、水稲を
中心に水田の畑利用による小麦、大豆等
を栽培する土地利用型農業とブロッコリ
ー、柿等の高収益作物を組み合わせた農
業が展開されています。

今後は、地区内を縦断する東海環状自
動車道の開通により都市との時間的距離
が短縮されことを契機として、高収益作
物を含む野菜類の供給地として、また、
養老インターチェンジ近隣に建設された
野菜加工場へキャベツを供給するなど農
業転換が見込まれています。

２．地区の経緯

この地区の営農を支える基幹的農業水
利施設は、昭和43～58年度に国営西濃
用水土地改良事業によって造成された後、
平成21～26年度に国営西濃用水第二期
土地改良事業により一部改修されている
ものの、それ以外の施設について経年的
な劣化が生じているとともに、揖東用水
路の河川利用区間において、洪水時には
河川の水位変動に伴う取水樋門の操作等
に多大な労力を要しています。また、福
田頭首工等の一部施設は必要な耐震性を
有していないことから、大規模地震が発
生し、これらの施設が損壊した場合には、
地域に甚大な被害を及ぼすおそれがあり
ます。

3．事業の目的

本地区では、老朽化した農業水利施設
の改修と併せて河川利用区間を代替する
接続水路の整備や必要な耐震性能を有し
ていない施設の耐震化対策を行うことに
より、農業用水の安定供給と維持管理の
軽減を図り、農業生産性の維持向上と農
業経営の安定を図ります。

４．全体実施設計とは

事業着工後、速やかに工事に着手できるように、施設の改修・耐震化対策に関する詳細な
設計や関係機関との協議・調整を実施し、総事業費や工程計画を精査します。また、受益面
積、営農計画、用水計画、事業効果等についても精査を行い事業計画書をとりまとめます。

関係市町
岐阜県大垣市、養老郡養老町
不破郡垂井町、安八郡神戸町
揖斐郡揖斐川町、大野町、池田町

全計期間 令和3年度～令和5年度
受益面積 約5,000ha
主要工事 頭首工(改修) 2箇所

用水路(改修)15.1km
水管理施設（改修）1式

福田頭首工（上流側より） 整備後イメージ

耐震化対策
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